
0１：認知症及び認知症ケアに関する研修

0２：プライバシーの保護の取り組み及び個人情報保護法に関する研修

0３：接遇に関する研修

0４：介護事業所向け 倫理及び法令遵守研修

0５：障がい福祉向け 倫理及び法令遵守研修

0６：事故発生または再発防止に関する研修（1回目）

0７：事故発生または再発防止に関する研修（2回目）

0８：緊急時の対応に関する研修

0９：感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修（1回目）

１０：感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修（2回目）

１１：身体拘束の排除の為の取り組みに関する研修（1回目）

１２：身体拘束の排除の為の取り組みに関する研修（2回目）

１３：非常災害時の対応に関する研修

１４：介護予防及び要介護度進行予防に関する研修

１５：医療に関する教育・研修

１６：ターミナルケアに関する研修

１７：精神的ケアに関する研修

１８：ハラスメント対策の為の研修

１９：虐待防止に関する研修（1回目）

２０：虐待防止に関する研修（2回目）

２１：入浴介助についての研修

２２：意思決定支援に関する研修

令 和 8 年 度

研修動画配信サービス

研修ガイダンス
〇本研修の構成について
〇各研修の詳細
〇研修の進め方



本研修の構成について
本サービスの研修は、単に法定研修を並べたものではありません。

現場で起きやすい課題の流れに沿って構成しています。

1：利用者を理解するための研修
認知症ケア・接遇・精神的ケア・ターミナル・意思決定支援など、利用者の行動や思いを理解し、適切な関わり方を学びます。

2：支援者の判断を整える研修
倫理・医療・感染症・緊急時対応・入浴介助など、 現場で判断を誤らないための考え方を学びます。

３：組織として防ぐための研修
事故防止・身体拘束防止・虐待防止・ハラスメント対策など、 個人任せにせず、組織として再発を防ぐ仕組みを理解します。



1．認知症及び認知症ケアに関する研修

認知症の方の行動を「問題」と捉えず、
その背景にある気持ちを理解する視点を学ぶ研修

１．パーソンセンタードケア
２．認知症の方でも参加できる運動レクリエーション

研 修 内 容 の 要 約

目 次

認知症の方でも参加できる運動レクリエーション

パーソンセンタードケア解説シーン（イメージ）

研修時間 ２４分５１秒

※運動レクリエーションの講師は、 「てつまる」 さんが講師を務めています。
「てつまる」こと辻徹郎さんは、柔道整復師の資格を持ち、高齢者向けの体操やレクリ
エーションをSNSやYouTubeで発信している専門家です。



２ ．プライバシーの保護の取り組み及び個人情報保護法に関する研修

１．個人情報3つの区別

２．要配慮個人情報

３．要配慮個人情報の取り扱い

４．個人情報保護法クイズ

目 次

解説シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

日常業務の中で起きやすい個人情報の取り扱い
  リスクに気づき、適切な判断基準を学ぶ研修

研修時間 ２２分２６秒



3 ．接遇に関する研修

１．クイック判断お直しクイズ

（不適切な言葉づかいや接遇を正しくなおしましょう）

２．今、手が離せない時

（どうしても手が離せない時、ご利用者様に何と言いますか？）

目 次

クイック判断お直しクイズシーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

 無意識に出てしまう声かけを見直し、
 利用者の尊厳を守る関わり方を身につける研修

研修時間 １２分５１秒



4 ．倫理及び法令遵守研修(介護事業所向け)

１．倫理 （職業倫理）

２．法令遵守/権利擁護

（ケア現場の主導権は誰が持つのか！？）

目 次

法令遵守講義シーン（イメージ）

倫理解説シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ９分３７秒

福祉で働く倫理を振り返り、 「本人のため」という支
援が、権利制限にならないための考え方を学びます。
介護事業所のご従業員様の為の研修です。



5 ．倫理及び法令遵守研修(障がい事業所向け)

目 次

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ６分５０秒法令遵守講義シーン（イメージ）

倫理解説シーン（イメージ）

福祉で働く倫理を振り返り、 「本人のため」という支
援が、権利制限にならないための考え方を学びます。
障がい事業所のご従業員様の為の研修です。

１．倫理 （職業倫理）

２．法令遵守/権利擁護

（福祉現場の主導権は誰が持つのか！？）



6 ．事故発生または再発防止に関する研修（1回目） 

１．事故の考え方の変化
２．毎日の業務で気を付ける事
３．事故が起きたらどうする？
４．よくある事故と予防のコツ
５ ．まとめ 

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

防げる事故と防げない事故を整理し、
安全をチームで守る考え方を学ぶ研修

研修時間 ２５分２０秒



7 ．事故発生または再発防止に関する研修（2回目） 

１．事故を見つけたときのメモの取り方
２．ヒヤリハット報告書の書き方
３．上司への口頭報告
４．まとめ

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １０分３０秒

事故を再発防止につなげるための、
正確な記録と報告の考え方を学ぶ研修



8 ．緊急時の対応に関する研修

１．報告と緊急時の目安
２．急変時対応（一時救命処置）
３．個別対応
４．違法性阻却事由
５．まとめ 

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １８分１８秒

緊急時に迷わず行動できるよう、命を最
優先にした判断の考え方と対応を学ぶ
研修

※看護師監修



９．感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修（1回目）

１ 感染対策の基礎知識
２ 現場での実践技術
３ 感染症発生時の対応
４ 職員の健康管理
５．まとめ 

目 次

手洗いやマスクの着脱など
解説シーン（イメージ）

標準予防策など解説シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ５分５３秒

職員が感染経路にならない為の手指衛
生、マスクの着脱等の手技と標準予防策
を理解する研修

※看護師監修



１０．感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修（2回目）

１ ノロウイルス対策
２ インフルエンザ対策
３ 嘔吐物処理(実践編)
４ まとめ 

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １４分３７秒

感染症発生時に広げないための具体的
な対応と現場で間違いやすい行動を学ぶ
研修

※看護師監修



１１．身体拘束の排除の為の取り組みに関する研修（1回目）

１ 身体拘束の定義
２ 前提共有
３ 事例（転倒リスク・医療行為）
４ 回らない夜の5ステップ
５ 障がい特性と拘束
６ まとめ

目 次
講義シーン（イメージ）

末安弁護士 講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １３分２２秒

「危険だから拘束する」にならないための
判断の考え方と代替視点を学ぶ研修

※法令の解説は、末安先生が、解説しています。末安
先生は、安倍・末安法律事務所所属に所属され、福
岡を中心に活動されています。
弁護士・社会福祉士のダブルライセンスを持ち、「介
護・福祉分野」の法的支援に注力している専門家です。



１２．身体拘束の排除の為の取り組みに関する研修（2回目）

１ 身体拘束適正化の制度
２ 身体拘束適正化委員会の役割
３ 管理者の役割
４ 隠れやすい身体拘束
５ 組織の責任
６ まとめ

目 次

講義シーン（イメージ）

末安弁護士 講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １３分３２秒

身体拘束を個人判断にしないための、組織
としての仕組みづくりと管理者の役割を学ぶ
研修

※法令の解説は、末安先生が、解説しています。末安
先生は、安倍・末安法律事務所所属に所属され、福
岡を中心に活動されています。
弁護士・社会福祉士のダブルライセンスを持ち、「介
護・福祉分野」の法的支援に注力している専門家です。



１３．非常災害時の対応に関する研修

１ 非常災害とは何か
２ 非常災害時に最優先すること
３ 現場で起きやすい判断ミス
４．職員に求められる基本姿勢
５ ．まとめ 

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ３分５５秒

想定どおりに進まない非常時に、優先順位
を間違えないための判断基準を学ぶ研修



１４．介護予防及び要介護度進行予防に関する研修

１ 介護予防の三本柱（運動・栄養・社会/口腔）

２ 陽気な課長の「楽レク」（楽しめる介護予防レクリエーション）

目 次講義シーン（イメージ）

レクリエーション講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ２７分８秒

理論だけで終わらせず、実演レクリエーショ
ンを通して介護予防を実践的に学ぶ研修

※「陽気な課長」は、主にInstagramやTikTokで活動するレクリエーション介護士・
理学療法士の鷲巣 豪（わしず ごう）氏です。
デイサービスや高齢者施設で役立つ、1500種類以上のゲームレクのアイデアを
動画で毎日配信し、高齢者が楽しめるレクリエーションを考案・紹介しています。



１５．医療に関する研修

１．医師法17条との関係
２．行為ごとの線引き
３．現場が誤解しやすいポイント
４．まとめ

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １０分４５秒

介護職が判断してはいけない医療行為の
境界を理解し、安全な観察と報告の考え
方を学ぶ研修



１６．ターミナルケアに関する研修

１．看取り介護の考え方
２．本人の声が消える事例
３．ＡＣＰ（人生会議）の必要性
４．私たちにできること
５．まとめ

目 次

講義シーン（イメージ）

事例“本人の声が消える”シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １５分２３秒

人生の最終段階において本人の意思を尊
重するための考え方と、現場でできる関わ
りを学ぶ研修



１７．精神的ケアに関する研修

１．スピリチュアルペインとは
２．多職種連携での対応
３．具体的なコミュニケーション
４．まとめ

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ７分２４秒

スピリチュアルペインを理解し、その人の人
生に寄り添うための傾聴と関わり方を学ぶ
研修



１８ ．ハラスメント対策の為の研修

１．アンコンシャスバイアスとハラスメント
２．ハラスメントをしない為の対策！
３．まとめ

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １４分４０秒

無意識の偏見に気づき、相手の尊厳を損
なわないコミュニケーションを学ぶ研修



１９．虐待防止に関する研修（1回目）

１ 法律の定義
２ 2つの事例
３ まとめ

目 次

末安弁護士 講義シーン（イメージ）

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ３０分４秒

「安全のため」「仕方がない」という判断が
虐待に近づく過程に気づき、日常の関わり
を見直す研修

※法令の解説は、末安先生が、解説しています。末安
先生は、安倍・末安法律事務所所属に所属され、福
岡を中心に活動されています。
弁護士・社会福祉士のダブルライセンスを持ち、「介
護・福祉分野」の法的支援に注力している専門家です。



２０．虐待防止に関する研修（2回目）

１ 施設での虐待件数の話
２ 動けない３つの壁
３ 通報と記録の法的意味
４．相談は勇気ではなく手順
５ ．まとめ 

目 次

末安弁護士 講義シーン（イメージ）

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １１分３２秒

虐待を個人の問題にせず、組織として防ぐ
ための仕組みと管理者の役割を学ぶ研修

※法令の解説は、末安先生が、解説しています。末安
先生は、安倍・末安法律事務所所属に所属され、福
岡を中心に活動されています。
弁護士・社会福祉士のダブルライセンスを持ち、「介
護・福祉分野」の法的支援に注力している専門家です。



２１．入浴介助についての研修

１．準備段階で感じた“小さな違和感”
２．「今日は一段ギアを下げる」という判断
３．ヒートショックの真実
４．事例

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 １３分５７秒

「いつもと違う」に気づき、入浴中の事故を
防ぐための判断と準備の考え方を学ぶ研修



２２ ．意思決定支援に関する研修

１．よくある勘違い
２．現場NG集と正解集
３．実践のポイント
４．纏め

目 次

講義シーン（イメージ）

研 修 内 容 の 要 約

研修時間 ６分２０秒

「決めてあげる」のではなく、本人が自分で
決められるよう支える関わり方を学ぶ研修



研修の進め方



研修の進め方

01 職員名簿（エクセルデータ）をBLUECOLOR(株)へ送る（次頁ご参照）

02 「各職員へご案内テンプレート用紙」が、メールで届く（次々頁ご参照）

03 「各職員へご案内テンプレート用紙」を印刷し、職員へ配布

04 部署内で“今月は何の研修を終わらせるのか”を決める

05 研修履歴をダウンロードして、研修記録として保管



職員名簿テンプレート

記載内容

 所属

 お名前

 ふりがな

 研修選択（①②を選択してください。）

①最低限の研修（法令上の最低限の研修）

②全ての研修



各職員へご案内用紙

研修動画へのQRコード

受講方法の解説動画のQRコード

不具合対応の為のQRコード

※ＷＯＲＤデータもお渡ししますので、
各ご事業所様にて、文面は編集が可能です。
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